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概要

発 足：１９８６年（昭和６１年）４月 ２６年目
会員数： １２０社（平成２４年３月末現在）

◆ソフトウェアの開発販売業が４１％

◆翻訳業、教育機関も会員

■会員の６１％が５０人未満の企業



活動内容

○ e‐messe Kanazawa２７回

○ COMPUTEX TAIPEI

○ 東山茶屋街ＷｉＦｉスポット提供

○ 小松空港バスＷｉＦｉ接続社会実験プロジェクト

○ スマホアプリ開発者100人育成（3年間）

○ ライフクラウド研究会

○ 北陸ICT戦略ミッション （韓国）にて
韓国ソフトウェア専門企業協会とMOU締結

地域活性化プロジェクト
観光クラウド対応

石川県情報システム工業会



概要

石川県には、自然や伝統遺産をはじめとした観光資源が豊富に存在しており、これまでは、各々の観光協会や
観光課がサーバーを持ち情報発信してきた。

今後は、クラウドコンピューティングに代表される「場」を共有し、そこで繰り返される少額の取引を収入源とし長
期的な関係を構築することがビジネスモデルとなると考えます。
我々は、まず観光情報に関して、本ビジネスモデル「地域活性化プロジェクト:地域クラウド」を多くの皆様方と共

有し推進して行きたいと思っております。

また、本プロジェクトは一企業、一団体が実施するのではなく、地域の産官学が協力し推進することに意義がある
と考えます

期待される効果
・グローバル化を視野に入れた海外各国客の増加に期待！
・情報提供者とＩＴ産業界が相互に協力しながら観光客に利便性のあるコンテンツを活用した観光地域クラウドを
構築！

・すそ野が広い観光産業の振興！→ 他産業にも波及効果
・ログ情報を解析提供することにより、観光分析が可能！ → 観光客対策に活用

概要

データの地産地消

データの地産地商

観光協会 商店街 温泉協会 宿泊施設 飲食店 観光施設

観光ＤＢ
（スマホ＆多言語）

ログ

観光産業はすそ野が広く、波及範囲が広い！

Ｗｅｂサービスにて提供

SOAPデータベース

○ＩＳＡ課員の地域企業有志
○学術研究機関
○オブザーバー
・金沢市等県内市町
・石川県
・総務省北陸総合通信局

etc

地域活性化プロジェクト推進ＷＧ委員会

事務局：石川県情報システム工業会

Tourism server

主な作業
観光に必要な各種情報の標準化を検討
・データ構造
・テキストデータ形式
・画像データ形式
・動画データ形式
・翻訳（日本語、中国語、韓国語、英語）
・利便性の訴求
・権利関係処理
・システム構築
・ＡＰＩ仕様

プロジェクトイメージ

ログ情報解析

ログ解析情報提供

少額の運営費徴収



平成２３年度 平成２４年度

１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月以降

▲ＷＧ設立準備
・企業への説明
（ＷＧメンバー拠出依頼）

・パネルディスカッション説明
（出席依頼）

▲e‐messe kanazawaにて
パネルディスカッション（キックオフ）

▲ISA理事会で説明

▲ＷＧ発足

▲パネルディスカッションパネラー（候補） ＷＧメンバー
◎三谷産業 社長 → 社員

◎ＰＦＵ 社長 → 社員
◎石川コンピュータセンター 社長 → 社員
◎ＮＴＴ西日本 支店長 → 社員

▲コーディネーター
◎アイ・オー・データ機器 社長 → 社員

ＷＧメンバーには学術研究機関として
大学教授を招聘予定。

プロジェクト推進

県内観光団体へ説明 ▲ＷＧへ参加

▲パネラー打合せ
シナリオ中間報告

シナリオ作成
各メリット分担調整

主旨説明
・石川県
・金沢市

▲e‐messe kanazawa
ポスターに掲載

スマホアプリアワード公募 ▲e‐messe kanazawa
スマホアワード発表

・予算案作成
・スキーム案作成
・パネル資料作成

▲シナリオ作成完了

スケジュール


